
地名講座 溝ノ口に集う人々 

 ～多摩川と大山街道に結節する文化～ 

溝口・二子地区周辺の旧地名や文化的影響についての講演会とまち歩きをします。 

 

講演会 2020年 12月 5日(土) 受付:午後 1時 30分 開始:午後 2時（～午後 4時） 

会場  大山街道ふるさと館 2階 イベントホール 定員 30名 

最寄駅 JR南武線 武蔵溝ノ口駅、東急田園都市線・大井町線 溝の口駅 徒歩 7分  
 

＜講演内容＞ 

・矢倉沢往還の継立村としての役割 

・農産物の集積場と二子の渡し場 

・大山詣（大溝太々講
おおみぞだいだいこう

） 

・漢方医岡家と蘭方医太田家 

・大地主
おおじぬし

油 田 中
あぶらのたなか

と豪商大貫家 

・醤油醸造で財を成した稲毛屋 

・溝口水騒動と丸屋 

・自由民権運動の拠点 

 ※必ずマスク着用のうえご参加ください。  

発熱等の症状がある場合はご参加をお控えください。当日は、体温計による検温を実施す 

る場合があります。 

   ※当日はインターネット配信用にスタッフによる動画撮影を行います。予めご了承ください。 

まち歩き ① 2020年 12月 9日(水) 受付:午後 1時 30分 開始:午後 2時 

又は 

② 2020年 12月 12日(土) 受付:午後 1時 30分 開始:午後 2時 

「大山街道沿いの消えてしまった旧町の姿を検証する」定員各 15名 

集合 JR武蔵溝ノ口駅南口（コンコース内）  
    

＜まち歩き内容＞ ～溝ノ口が輩出した人々と町のかかわりを知ろう～（両日、同コース） 

久本薬医門公園――御殿医太田家跡（濱田庄司生誕地）――宗隆寺に眠る人々―― 

溝ノ口亀屋周辺――大石橋と丸屋――和菓子大和屋（濱田庄司父方実家）―― 

旧府中街道交差点――油田中跡地（高津図書館）――大貫家と光明寺――二子神社―― 

二子新地駅解散(午後４時頃) 
 

※まち歩き参加者はイヤホン代・保険料として、1,000円ご負担いただきます。 

講演会当日お支払いください。（イヤホン代は講師の声を聴くためのレシーバー付イヤホ 

ンのレンタル代です。） 

※小雨決行です。 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、募集人数を制限、参加者同士の間隔を空   

けるなどの措置を行いますことに、ご理解、ご協力をお願いいたします。 

講師及びまち歩き案内は、日本地名研究所 菊地恒雄 

講演会無料 
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【申込み時の留意点】 

原則、講演会とまち歩きはセットですが、まち歩きのみの参加はできません。 

なお、講演会のみの申込は受け付けます。 

【申込方法】 

Ⅰ 往復はがきでのお申し込み（郵便料金が変更になっています。ご注意ください。） 

返信用はがきに、ご自身の住所、氏名、電話番号をかならず記載してください。 

(記入例) 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 日本地名研究所お問い合わせフォームからのお申し込み  

   日本地名研究所ホームページ内「お問い合せ」をクリック、お名前、メールアドレス、 

電話番号、お問い合わせタイトルに「講演会の申し込み」とご入力ください。 

お問い合わせ内容に、希望される講演会、まち歩きの日程をご記入ください。 

   抽選の結果をメールでご連絡いたします。 

 

【申込先】 

〒213-0001 川崎市高津区溝口 1-6-10 川崎市生活文化会館４F 日本地名研究所 

      日本地名研究所ホームページ：http://chimei.people.co.jp/ 

締切 11 月 13 日（金） 必着。定員を超えた場合は抽選。 

【問合せ】日本地名研究所 電話 044－812-1106 FAX 044－812-1191 

E-mail:chimeiken@chimei.people.co.jp 

【主 催】川崎市 市民文化局市民文化振興室 
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講演会 12 月 5 日参加希望 

 

まち歩き 月  日参加希望 

  

住所 〒  - 

 

氏名 

 

電話番号 

  

 
（あなたの郵便番号） 
 
 

 
（あなたの住所） 
 
（あなたの氏名） 

 

  
 
 
 

※何も書かずに、 
空欄のまま 

  

＜往信の宛名面＞      ＜往信の文面＞ 

＜返信の宛名面＞      ＜返信の文面＞ 


